
令和４年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践校報告書」 
 

１ 実 践 校 名 
一関市立大原小学校 

 

２ 実 践 名 
みんなで考えよう、運動・食事・睡眠 ６０プラス 

 

３ 実践対象者 
一関市立大原小学校 全校児童９５名 

 

４ 目      標 

よりよい運動・食事・睡眠の取り組みを通して、児童の学校生活、家庭生活

における体力の向上や健康の保持増進を学校・家庭・地域が一体となって推進

する。 

 

５ 実 践 内 容 
〇運動、睡眠、メディアコントロール、コロナ予防等をポイント化して校長賞

授与 

〇全校集会で、運動・睡眠の大切さと脳の働きを伝え、活動とリンクさせる 

〇「歩いて登校がんばり週間」（６月・９月の年間２回実施） 

〇業間「持久走」「なわとび」週間の実施と運動量を確保した体育科授業 

〇「肥満傾向児童個別指導計画」の作成と実施、県教委作成指導資料を活用し

た児童指導と保護者面談 

〇食育指導（栄養教諭と TT 授業）とかみかみチャレンジ（昼の放送利用） 

〇小中合同「学校保健委員会」実施 

〇保健室前の体験型健康掲示と保健委員会（児童）主催のウオークラリー実施 

 

６ 成 果 
〇歩いて登校がんばり週間を年間２回実施し、家庭と連携することで、日常的

に歩いて登校する児童、時間が確保されてきた。地域では学校まで５００ｍ

表示の設置、見守りなどで支援をいただいている。 

〇肥満傾向児童個別支援計画にもとづいて、保護者と面談し、運動、食事、睡

眠等の生活習慣について、児童・保護者・教職員で共通理解をしている。 

〇体験型掲示、かみかみ放送（放送委員会）、ウオークラリー（保健委員会）

等、児童が自主的に体力・健康について考える場ができた。 

〇肥満傾向児童の割合が年々減ってきた。 

 

７ 課 題 

〇食事と生活習慣との関わりを家庭と連携して取り組んでいきたいが、学校の

指導と家庭への働きかけの具体的手立てをどのように進めたらよいか試行

錯誤している。 

〇運動する子としない子が二極化している。発達段階に応じた運動量の確保を

どのように進めていけばよいか検討中である。 

 

８ 来年度以降 

の予定 

〇６０プラスプロジェクトの取組内容が、児童・保護者・教職員の中で可視化

されるように、タブレット PCに年間取組の結果と成果を記録する。 

〇前年度の取組結果をもとにして、次の取組のめあてが立てやすく、意欲化に

つながるようにタブレット PCを活用していく。 

〇運動、食事、睡眠が健康の保持増進につながるように、適切な動画を授業で

活用したり、家族で動画を視聴して話題にしたりするような取組を展開す

る。 

〇楽しみながら取り組める児童の自発的な活動を取り上げ、いつでも、どこで

も、誰でも運動に親しむ活動を推進する。 

 








































































































